
 

 

 

 

 

他校との交流 

➀バスケットボール交流会 

11月29日、那谷小学校の5，

6年生を招いて6年生がバスケッ

トボール交流会を行いました。玄

関には歓迎のキバシカ君が描かれ

た看板を立てました。今年度は2校の合同チームを3つ作り、総

当たり戦で試合を進めていきました。チーム数が少ないこともあ

り、ずっと試合に出っぱなしの子ども達は、頭から湯気が出そうな

くらいほかほかになりました。中学校で再会しようねという思いで

記念写真を撮りました。 

②プログラミング教室 

１２月12日、サイエンスヒルズで4年生がプログラミング教室に参

加しました。事前に学校でプログラミング言語やプログラミングの仕方を

学び、サイエンスヒルズでは2人一組に

なってロボットを目的の場所に移動させ

るプログラムを作成します。2人で話し

合い、試行錯誤を繰り返して何とかゴー

ルまで行きつくことができたペアは、とても嬉しそうでした。この

学習は粟津小、那谷小との合同学習で行い、プログラミングの後は

みんなでプラネタリウムを見てきました。 

③「町のすてき」を伝え合おう 

17日、那谷小学校の2年生が木場

小学校を訪れ、町探検を通して知った

「那谷のこと」を紹介してました。那

谷には「那谷寺」だけでなく「那谷郵

便局」「北陸グラスファイバー」「Yシ

ョップ」「ジャパンファーム」等があることを、手作り地図やスラ

イドを使って紹介してくれました。木場小学校のメンバーは「て

つよ」「カトレア」「木場温泉」「木場こども園」「木場台公民館」「美容室まり」と「木場潟公園」に

ついて、それぞれの場所の「いいところ」紹介をしたり「クイズ」を出したりしました。どちらの学

校の子ども達もとても上手に紹介できたので、互いが紹介した場所に行ってみたい気持ちでいっぱい

になりました。那谷の子と一緒に那谷寺に行ったり木場潟を案内したりできたらいいですね。 

木場小だより 
教育目標：豊かな心と確かな学力を備えた、 

心身ともにたくましい児童の育成 
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子ども達発信の活動が続々と 

➀下学年集会 

１９日、２０日と、下学年集会が行われました。１９日は１，２年生が

生活科で作ったおもちゃでおもちゃランドを開き、互いに招待し合いまし

た。そこに２階のリーダーでもある３年生を招待しました。「ふ

くろロケット」「ビュンビュンカー」「ころりんうさぎ」・・・お

もしろそうなお店がいっぱいでした。 

２０日は３年生が会を進行して、それぞれの学年の学びを披

露しました。１年生は国語科「うみのかくれんぼ」の学習を生

かした「かくれんぼぴかいち」を紹介した後でクイズを出しま

した。２年生は生活科の町探検を、３年生は国語科「すがたを

かえるだいず」の学習から自作の説明文「すがたを変える〇〇」を紹介しました。さらに、給食の時

間には家庭室で、３学年での会食を楽しみました。 

②全校クイズ大会 

１９日、運営委員会と放送委員会の合同企画

による「全校クイズ大会」がありました。各学

年の学びや学級のことを知ることで互いの理解

を深めることを目的に行いました。担当委員会

の子達が、各学年から事前に話題を募集し「Kahoot!」を使ってクイズにし

ました。下学年用１５問、上学年用１５問を、４、５人ずつの学年混合チー

ムで相談して問題を解いていきました。 

２学期終業にあたり 
誰もが経験したことのない災害で幕を開けた2024年もそろそろ暮れようとしています。日々豊

かな自然を学習材として教育活動を進めている本校ですが、今年度は自然の驚異や、人と人とのつな

がりのありがたさを身をもって学ぶ年となりました。11月の学校公開では足元が悪い中にもかかわ

らず子ども達の頑張りを見、応援するためにたくさんの方にご来校いただきました。多くの地域の皆

様の熱い想いに支えられ教育活動が行えていることを感謝しております。 

本日、子ども達は２学期の成果と今後への期待を込めた担任からのメッセージと共に通知表を受け

取りました。ご家庭でも通知表を見ながら２学期をふり返り、各々の頑張りを言葉で伝えていただけ

ると嬉しいです。 

学校は明日から冬季休業に入ります。年末年始はご家族でゆっくり過ごされるご家庭も多いことで

しょう。暮れの掃除や年始を迎える準備など、子ども達にもできそうなことを一緒にすることで、で

きたことを認めてあげたり「ありがとう」を伝え合ったりするふれあいの場となれば幸いです。どう

ぞよい年をお迎えください。 

新聞報道でご存知の方もいらっしゃるかと思いますが、本校同窓会長の小田直人さんが今年度の

「小松市社会教育賞」を受賞されることとなりました。現木場町内会長でもいらっしゃる小田さんは

これまでも地域スポーツの振興にご尽力される一方、長年本校の同窓会長としてご活躍され、昨年度

は「木場小学校創立１５０周年記念事業実行委員会」会長を務められました。コロナ明けに、「何をす

べきか何ができるのか」を模索する中、学校の記念すべき年を大勢の皆様で祝ってくださったことは

記憶にも新しいことかと思います。また、市内でも学校行事として開催する学校が減少しているスキ

ー教室にも、講師としてご協力をいただいています。学校としましても、このような形で日々の教育

活動へのお力添えに対する感謝の気持ちを表せることを嬉しく思います。 

表彰式は２月１日（土）小松市團十郎劇場うららで行われます。 


